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どうしてこんなことを考えたの？どうしてこんなことを考えたの？

夕張

営業キロ：約営業キロ：約22，，500500ｋｍｋｍ

500人～ 2,000人未満

4,000人以上

2,000人～ 4,000人未満

500人未満
約約800800ｋｍ（ｋｍ（11／／33）：）：500500人未満／日･ｷﾛ人未満／日･ｷﾛ

国鉄時代地方交通線転換対象路線
の第1次、第2次線に相当する線区

（136．3ｋｍ）

（42．1ｋｍ）

（146．5ｋｍ）

（135．4ｋｍ）

（169．1ｋｍ）

（66．8ｋｍ）

（47．6ｋｍ）

（16．1ｋｍ）

江差線江差線

日高本線日高本線

根室本線（花咲線）根室本線（花咲線）

釧網本線釧網本線

札沼線（学園都市線）札沼線（学園都市線）
（北海道医療大学～新十津川）（北海道医療大学～新十津川）

留萌本線留萌本線

石勝線石勝線
（新夕張～夕張）（新夕張～夕張）

根室本線根室本線
（滝川～新得）（滝川～新得）
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今までどんなことしてきたの？今までどんなことしてきたの？

地方交通線のジレンマ地方交通線のジレンマ

地方交通線の経営改善
・ワンマン列車化
・運輸営業所の新設
・一部駅業務の委託
・一部地方交通線のバス転換

限界

廃止？
鉄道への愛着（思い）
撤去費

ジレンマ

（もう一度知恵を！）

今までの延長線を越えて！

発想の転換発想の転換

①輸送量（お客様）に見合った輸送力（車両）
②地上のインフラの軽減
③地域に役立つ乗り物（少子高齢化、シームレス）

鉄道も道路も走りたい！鉄道も道路も走りたい！
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ＤＭＶの特徴は何？ＤＭＶの特徴は何？ ①①

※車両の4隅
に設置

１．鉄道と道路の乗り換え：わずか１０～１５秒１．鉄道と道路の乗り換え：わずか１０～１５秒

２．鉄道と道路のインフラをそのまま活用可能２．鉄道と道路のインフラをそのまま活用可能

レール走行

ﾓｰﾄﾞｲﾝﾀ
ｰﾁｪﾝｼﾞ

部

道路走行

②鉄道→道路：位置合わせの必要がない、踏切からでも簡単に進出可能

ガイドローラ

ガイドローラ(収納時)進入方向

ガイドウェイ

①道路→鉄道：位置合わせが必要



ＤＭＶの特徴は何？ＤＭＶの特徴は何？ ②②

３．コスト比較（推定）３．コスト比較（推定）
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ＤＭＶ方式
現行鉄道車両方式

(ｷﾊ40)
記事

地上インフラ
現行ｲﾝﾌﾗをそのまま活用､
軽減可能

現行ｲﾝﾌﾗの維持が必要 ｷﾊｷﾊ4040の重量はの重量は40t40t
DMVDMVの重量はの重量は6.2t6.2t

軌道保守 極軽微な保守 1～2回/3年

運行システム
GPSによるﾀｸｼｰ､ﾊﾞｽ
配車並み

既存のｼｽﾃﾑを活用 GPSGPSにより運行管理要員減により運行管理要員減

地
上
設
備

車

両

購入費

燃費

保守費

１／７倍

１／４倍

１／８倍

約2,000万円 約13,000万円

約６．０km/ℓ 約1．4km/ℓ

約55万円/年 約440万円/年

DMVDMVははﾏｲｸﾛﾊﾞｽのﾏｲｸﾛﾊﾞｽの
改造費含む改造費含む

DMVDMVははキハ４０のキハ４０の
４台分相当４台分相当
線路を走行時線路を走行時はは
道路の道路の1/21/2の燃費の燃費

DMVDMVの保守は自動車の保守は自動車
並み並み

項目
方式



（凡例）（凡例）
白字：既試乗者白字：既試乗者

緑字緑字：試乗希望者：試乗希望者

その他その他
・国土交通省・国土交通省 ・文部科学省・文部科学省

・北海道運輸局・北海道運輸局 ・関東運輸局・関東運輸局
・中部運輸局・中部運輸局 ・運輸審議会・運輸審議会
・中国運輸局・中国運輸局 ・九州運輸局・九州運輸局
・特許庁・特許庁 ・運輸政策研究機構・運輸政策研究機構
・ＪＲ各社・ＪＲ各社 ・交通安全環境研究所・交通安全環境研究所
・日本新聞協会・日本新聞協会 ・自動車技術会・自動車技術会

・日本民営鉄道協会・日本民営鉄道協会 ・日本交通計画協会・日本交通計画協会

試乗、問い合わせ実績試乗、問い合わせ実績
(H16.1.28(H16.1.28～～H18.8.31)H18.8.31)
・試乗：・試乗：373373件件 2,7462,746人人
・取材：・取材：9494件件
・問い合わせ：・問い合わせ：329329件件
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香川県香川県
・県議会・県議会

議員議員
宮崎県宮崎県

・高千穂町・高千穂町

徳島県徳島県
・知事・知事
・県交通政策課・県交通政策課
・県議会議員・県議会議員

三重県三重県
・鈴鹿市議会議員・鈴鹿市議会議員
・桑名市議会議員・桑名市議会議員

和歌山県和歌山県
・和歌山市議会・和歌山市議会

交通政策課交通政策課

埼玉県埼玉県
・さいたま・さいたま
議会議員議会議員

主な試乗者主な試乗者

千葉県千葉県
・房総横断鉄道活性化プログラム推進委員会・房総横断鉄道活性化プログラム推進委員会
・銚子市議会議員・銚子市議会議員

佐賀県佐賀県
・県交通政策部・県交通政策部

島根県島根県
・県議会議員・県議会議員
・大社町及び町議会議員・大社町及び町議会議員

兵庫県兵庫県
・県土整備部及び県議会議員・県土整備部及び県議会議員
・山崎町（現・山崎町（現 宍栗市）宍栗市）

・三木市・三木市

福島県福島県
・県庁空港・県庁空港

交流研究Ｇ交流研究Ｇ

石川県石川県
・金沢工業大学・金沢工業大学
・県都市計画課・県都市計画課

岐阜県岐阜県
・岐阜大学・岐阜大学
・㈱ライトレール・㈱ライトレール
・恵那市議会・恵那市議会

秋田県秋田県
・県議会・県議会

議員議員

新潟県新潟県
・新潟県庁・新潟県庁

栃木県栃木県
・・知事、県議会議員知事、県議会議員
・県企画部・県企画部
・・宇都宮市交通政策課宇都宮市交通政策課
・宇都宮市議会・宇都宮市議会

愛媛県愛媛県
・交通対策課・交通対策課

茨城県茨城県
・県庁交通計画課・県庁交通計画課

静岡県静岡県
・知事、県企画部・知事、県企画部
・富士市長・富士市長､､都市計画課及び市議会議員都市計画課及び市議会議員
・富士宮市議会議員・富士宮市議会議員
・岳南鉄道、伊豆急行、富士急行など・岳南鉄道、伊豆急行、富士急行など
・静岡市、川根本町、長泉町・静岡市、川根本町、長泉町

北海道北海道
・北海道庁及び道議会議員・北海道庁及び道議会議員
・札幌市及び市議会議員・札幌市及び市議会議員
・上川支庁ＤＭＶ導入検討会議・上川支庁ＤＭＶ導入検討会議
・えりも町、様似町、浦河町、広尾町・えりも町、様似町、浦河町、広尾町
・女満別町、北見市、網走市、斜里町など・女満別町、北見市、網走市、斜里町など
・北見バス、網走バス、斜里バス・北見バス、網走バス、斜里バス
・札沼線整備促進期成会・札沼線整備促進期成会
・北海道大学・北海道大学
・北海学園大学・北海学園大学
・北海道自動車短期大学・北海道自動車短期大学

群馬県群馬県
・前橋市議会・前橋市議会

東京都東京都
・慶応大学・慶応大学 ・八王子市議会・八王子市議会
・日野自動車・日野自動車

神奈川県神奈川県
・県議会議員、都市計画課・県議会議員、都市計画課
・川崎市議会議員・川崎市議会議員

熊本県熊本県
・県交通対策室・県交通対策室
・市交通計画課・市交通計画課

今までの反響は？今までの反響は？ ①①
山形県山形県

・県議会議員・県議会議員
・長井市長、市議会議員・長井市長、市議会議員
・山形鉄道・山形鉄道

大分県大分県
・総合交通対策局・総合交通対策局

福井県福井県
・交通対策課・交通対策課

愛知県愛知県
・県交通対策課・県交通対策課
・トヨタ自動車・トヨタ自動車
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海外からの問い合わせ海外からの問い合わせ

韓国韓国
・ＫＢＳテレビ

スロバキアスロバキア
・大使館

アメリカアメリカ
・ワシントン大学
・総領事館

オーストラリアオーストラリア
・ビヨンドプロダクション（テレビ）

イギリスイギリス
・特許事務所

ヨーロッパヨーロッパ
・ロイター通信

今までの反響は？今までの反響は？ ②②



利便性・サービスの向上利便性・サービスの向上

①シームレス化、バリアフリー化
②鉄道の利点を生かした定時性
③バスの機動性

新たな需要の創出新たな需要の創出
①空港へのアクセス
②都市交通ＬＲＴの代替
③鉄道延伸ルートの代替
④地域の活性化（観光）

ストックの有効活用ストックの有効活用

①インフラの軽減
②既存インフラの活用
③安価なランニングコスト
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どんな効果と使い方があるの？どんな効果と使い方があるの？

ＤＭＶＤＭＶ
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事業者事業者

地元地元
（利用者）（利用者）

少子高齢化の中で、地域の交通ネットワークをどうするか少子高齢化の中で、地域の交通ネットワークをどうするか

行政行政

活用する上で大切なことは？活用する上で大切なことは？

ＤＭＶＤＭＶ

三位一体三位一体

((鉄道鉄道､､ﾊﾞｽﾊﾞｽ))



© 2006 HOKKAIDO RAILWAY COMPANY. All rights reserved.

今どうなって今どうなっているのいるの実用化実用化は？は？

走行距離(平成18年1月31日現在)
・軌道上：約 3,066km
・道路上：約10,057km     

計 約13,123km                     

車検取得：平成１６年６月１５日
・旅客定員２８人／両

試
乗
者
の
意
見

走行試験（学園都市線、日高本線、自動車テストコース）
・平成１６年６月２８日～平成１７年４月２５日

（報
道
公
開
）

試
験
車
（Ｄ
Ｍ
Ｖ
９
０
１
号
）完
成

平
成
16
年
1
月
28
日

「DMVの導入のあり方に関する研究ﾜｰｷﾝｸﾞｸﾞﾙｰﾌﾟ」
・第１回：平成１７年１０月 ６日 ワーキング開催、ＤＭＶ視察
・第２回：平成１７年１２月２０日 ワーキング開催
・第３回：平成１８年 ３月１５日 ワーキング開催（終了）

走行試験（石北線、自動車ﾃｽﾄｺｰｽ）
・平成１７年９月２７日～１１月１１日

走行距離(平成18年1月31日現在)
・軌道上：約 1,090km
・道路上：約 2,480km     

計 約 3,570km                     

平
成

年
４
月
試
験
的
営
業
運
行

１９

Ｄ
Ｍ
Ｖ
共
同
検
討
会

（国
交
省
・Ｊ
Ｒ
北
海
道
）

「女満別空港周辺におけるＤＭＶの活用等による
公共交通検討委員会」
・第１回：平成１７年１０月１７日 委員会開催

・アンケート調査：平成１７年１１月下旬～１２月
・第２回：平成１８年２月２２日 委員会開催

公共交通活性化総合
プログラム

定員の拡大
輸送量の拡大

早期実用化

マイクロバス（種車）
の許容荷重の問題

（当面、軌道上のみ）

ＤＭＶプロトタイプ
平成17年9月完成

・旅客定員１７人/両

Ｕ－ＤＭＶでの走行試験

「実用化に向けた安全評価に関する検討会」
・第１回：平成１７年１２月 ２日 検討会開催
・第２回：平成１８年 １月３０日 検討会開催

活用方、運用方

逆方向連結

順方向連結
走行試験（学園都市線）

・平成１８年４月１７日～７月末

技
術
評
価
と
技
術
基
準
の
整
備

第
三
回
平
成
十
八
年
十
月
十
一
日

第
二
回
平
成
十
八
年
八
月
二
十
九
日

第
一
回
平
成
十
八
年
七
月
二
十
六
日

（
釧
網
線

浜
小
清
水
～
藻
琴
間
）

技
術
評
価
委
員
会

（学
識
経
験
者
・専
門
家
・

国
交
省
・Ｊ
Ｒ
北
海
道
）

第
二
回
平
成
十
八
年
十
月
三
十
日
予
定

第
一
回
平
成
十
八
年
十
月
四
日

幹線鉄道へのＤＭＶ活用による
利便性向上に関する調査




